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森

耕

I~ 

自

主

緒
言
第
一
、
接
働
力
四
個
値
〔
以
よ
前
腕
碕
龍
)

第
ニ
、
勢
働
力
。
債
格

結

論

第

労
働
力
の
債
格

諭
)
既
に
前
節
に
於
て
逃
守
へ
た
る
如
く
、

7

b

F

ク
旦
は
、
勢
賃
の
本
質
の
基
本
的
設
明
を
、
彼
れ
が
諦

ふ
所
の
勢
働
カ
の
債
値
法
則
に
求
め
ん
ピ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
の
勢
賃
り
需
要
供
給
設
の
如
〈
、
勢
賃
を
草

に
時
労
働
の
需
要
供
給
如
何
に
よ
'
り
て
の
み
説
明
し
、
何
等
勢
賃
の
本
質
的
説
明
を
求
め

F
ら
ん
古
す
る
態
度
Z
反

艶
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
現
賞
に
於

τ、
労
働
力
の
債
格
的
ち
勢
賃
が
如
何
な
る
理
由
に
よ
り
そ
の
痕
値

よ
り
離
れ
て
猿
動
す
る
か
に
至
つ
て
は
、
彼
も
亦
こ
れ
を
勢
働
カ
の
需
要
一
供
給
に
よ
っ
て
説
明
せ
ん
ご
す
る
の
で

あ
る
c

部
も
彼
は
労
働
力
の
需
要
供
給
の
諸
関
係
を
顧
慮
せ
ざ
る
に
あ
ら
宇
、
唯
H
H
彼
は
、
之
を
以

τ券
賃
の
動

態
郎
ち
崎
労
働
力
の
横
格
の
愛
動
を
説
明
し
得
る
に
過
ぎ

5
る
も
の
ぜ
な
し
、
勢
働
力
の
需
要
吉
供
給
ご
が
相
一
致

し
た
る
場
合
に
は
、
勢
賃
の
本
質
は
何
等
ぞ
れ
に
依
っ
て
瞭
ら
か
な
る
こ
と
が
出
来
な
V
Z
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
貼
に
閲
す
る
司

y
ク
月
自
身
の
言
集
を
左
に
少
し
〈
引
用
せ
ん
に
、
彼
れ
の
臼
〈
、

『
需
要
供
給
が
互
に
平
均
す
る
ご
、
商
品
の
市
場
債
格
は
、
共
生
産
債
格
に
一
致
す
る
ニ
吉
、
な
る
、
換
言
す

前



れ
ば
か
、
る
場
合
商
品
の
痕
格
は
、
競
争
か
ら
は
濁
立
仁
、
資
本
制
生
産
の
内
部
的
法
則
仁
依
っ
て
調
節
古
晶
、

も
の
ご
し
て
現
は
れ
る
。
何
故
な
れ
ば
需
要
供
給
の
動
揺
な
る
も
の
は
、
生
産
債
格
古
市
場
債
格
正
の
不
一
致
以

外
に
は
何
物
を
も
説
明
し
得
な

ν
か
ら
で
あ
る
。
ニ
の
不
一
致
は
相
互
卒
均
に
蹄
す
る
も
の
で
、
一
定
の
長
期
間

に
就
て
云
へ
ば
、
卒
均
的
市
場
債
格
は
辛
の
生
産
債
絡
に
等
し
き
も
の
芭
な
る
の
で
あ
る
o

こ
の
雨
倶
格
が
互
ひ

に
一
致
す
る
や
否
や
、
ミ
れ
等
の
諸
力
は
最
早
や
作
用
し
な
く
な
り
、
互
に
相
殺
す
る
こ
正
、
な
る
。
か
、
る
場

合
債
格
決
定
の
普
遍
的
法
則
は
、
ま
た
個
々
の
場
合
の
法
則
己
も
な
旬
、
市
場
債
権
は
そ
の
宜
接
の
存
在
に
於

て、

l
l軍
に
市
場
諸
債
格
の
運
動
の
平
均
ご
し
て

ωみ
で
な
〈
|
|
す
で
に
生
産
方
法
そ
の
も
の
、
内
在
的
法

則
に
依
っ
て
調
節
さ
る
、
所
の
生
産
債
格
に
一
致
す
る
こ
正
、
な
る
。
勢
賃
に
於

τも
同
様
で
あ
る
。
需
要
供
給

は
互
に
卒
均
す
る
芭
最
早
や
作
用
し
な

f
な
り
、
そ
う
し
て
労
賃
は
勢
働
カ
の
償
値
に
等
し
〈
な
っ
て
来
る
出
」

(註)

(
睦
)

労
賃
白
本
質
(
若
〈
は
商
品
債
格
白
本
質
)
F、
需
要
供
給
法
則
白
与
に
依
づ
て
は
詑
明
せ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
巴
に

E
統
畑
中
眠
時
に
リ

カ
ア

V
に
依
っ
て
主
張
せ
ら
れ
た
所
て
あ
る
が
、
猶
ほ
と
の
駄
に
闘
す
る
マ
ル
ク
ス
自
身
の
言
葉
に
吹
田
や
う
な
も
四
が
あ
る
。

『
正
統
串
眠
は
躯
て
、
需
要
供
給
の
艶
到
が
、
地
白
紙
て
田
商
品
に
劃
す
る
加
〈
、
勢
働
白
倒
特
に
劃
し
で
も
、
そ
の
艶
勘
換
言
す
れ
ば
市
場

債
格
が
一
定
の
大
き
さ
を
上
下
す
る
動
揺
以
井
に
は
、
何
物
を
も
設
明
す
る
も
り
に
非

f
る
己
と
を
認
め
た
。
需
嬰
と
供
給
と
が
一
致
す
る
と
き

は
、
池
田
事
情
に
密
化
な
脅
限
り
、
慣
格
回
費
動
は
な
〈
な
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
は
、
又
、
需
要
供
給
は
何
物
を
も
説
明
す
る
・
も
の
で
な
〈

な
る
。
努
働
O
慣
格
は
、
需
要
と
供
給
と
が
一
敬
ナ
る
・
と
き
は
、
需
要
供
給
側
部
か
ら
描
立
し
た
る
一
定
の
捗
働
債
格
剖
ち
勢
働
の
自
棋
倒
特
で

あ
る
。
か

C
て
己
白
白
熱
一
慣
格
が
本
車
の
研
究
劃
象
と
し
て
見
曲
さ
れ
た
白
で
あ
る
吋
』

『
需
要
供
給
は
平
均
す
る
と
作
用
し
な
(
な
る
。
そ
し
て
か
〈
作
用
し
な
〈
な
れ
ば
こ
そ
、
商
品
は
そ
の
市
場
債
値
週
り
に
版
賀
さ
れ
る
の
で

設
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設

苑

第
十
入
巻

大
」

(
第
六
競

マ
ル
ク
h
h

白
捗
賃
諭

あ
る
。
一
一
筒
回
力
部
反
劃
白
方
自
立
主
作
用
す
る
と
、
南
者
は
正
に
柚
殺
L
、
外
部
に
封
L
て
は
何
等
白
影
響
主
も
及
ぼ
さ
な
く
な
る
。
而

し
て
か
ミ
る
降
件
P

下
に
生
ず
る
諸
祖
象
位
、
右
O

Z

ヲ
白
力
回
協
響
以
外
白
原
凶
に
よ
ワ
て
説
明
さ
れ
目
ば
な
ら
由
。
需
要
仇
給
が
互
に
旧
制
寂

す
る
と
、
そ
れ
は
最
早
何
も
D
を
も
説
明
L
な
い
。
需
要
供
給
は
最
早
市
劫
慣
値
時
ょ
に
影
響
し
な
〈
な
り
、
市
場
慣
債
は
何
故
正
に
或
る
一
定

的
貨
符
甑
に
惜
ヲ
て
申
晶
表
章
せ
ら
れ
、
他
自
貨
幣
舶
に
依
つ
亡
は
表
章
さ
れ
な
い
か
に
就
昔
、
吾
々
は
全
(
五
盟
弱
中
心
献
惑
に
置
か
れ
る
。

『
費
事
制
生
産
申
現
質
的
内
的
諸
世
則
は
、
需
M

世
仇
給
白
相
互
作
用
に
よ
っ
て
は
、
之
を
説
明
L
得

f
る
も
の
な
る
こ
と
瞭
ら
か
で
あ
る
(
:
:

.
)
。
な
ぜ
な
ら
ば
ζ

れ
ら
由
法
則
は
、
需
要
供
給
が
作
用
し
な

t
な
る
と
き
、
換
言
ナ
れ
ぽ
正
に
平
均
に
隠
し
た
る
と
き
、
始
め
て
純
停
に
食
現

さ
れ
た
る
も
由
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
寅
際
白
と
己
る
需
要
時
給
は
決
L
て
ご
置
す
る
も
白
で
は
な
い
。
或
仕
一
致
す
る
こ
と
あ
り
と
す
る
も
、

り

そ
れ
陪
杢
〈
偶
然
白
結
呆
で
あ
っ
て
、
科
事
的
に
は
零
に
等
し
き
も
目
、
郎
ち
出
現
せ
ざ
る
も
の
と
看
倣
す
べ
き
で
あ
る
。
』

以
下
志
は
、
勢
働
力
の
債
格
が
、
資
本
中
義
生
産
方
法
の
下
に
於

τ、
そ
れ
に
僚
件
附
げ
ら
れ
た
る
勢
働
の
需

要
供
給
関
係
に
よ
り
、
如
何
に
し
て
、
何
依
に
そ
の
頃
値
よ
り
離
れ
る
か
に
就
て
の

7
y
p
月
の
主
帳
、
郎
も
彼

れ
特
有
の
暗
芳
賀
の
需
要
供
給
法
則
|
|
ぞ
れ
は
、
従
来
の
需
要
供
給
法
則
正
異
な
り
、
一
の
歴
史
的
法
別
で
あ
る

品

ー
ー
を
見
ん
古
す
る
の
で
あ
る
が
、
既
に
通
4

た
る
如
〈
、
勢
働
力
商
品
は
そ
れ
自
身
特
有
の
佐
賀
を
有
っ
て
ゐ

る
結
果
、
そ
れ
が
倶
値
ご
債
格
正
の
関
係
、
需
要

Z
供
給

Z
の
関
係
は
、
一
般
商
品
の
そ
れ
等
の
聞
係

E
は
自
ら

異
な
る
も
の
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ぞ
れ
は

7

Y
ク
λ

自
身
に
よ
っ
て
も
明
確
に
言
は
れ
て
居
ら
ぬ
が
だ
め
、
そ

れ
を
推
論
究
明
す
る
こ
正
に
は
砂
か
ら
歩
困
難
が
仲
ふ
の
で
あ
る
。

先
づ
一
般
商
品
の
績
格

Z
之
が
需
要
供
給
ご
の
関
係
仁
つ
い

τ考
ふ
る
に
、
巳
に
庚
〈
知
ら
る
、
・
如
〈
、

商
品
に
あ

b
て
は
、
平
均
利
潤
率
の
法
則
の
作
用
す
る
こ
吉
仁
よ
り
、
之
が
需
要

t
供
給

Z
は
常
に
相
一
致
せ
ん

正
す
る
も
の
で
ゐ

b
、
其
結
果
、
是
等
商
品
の
市
場
績
格
は
、
そ
の
生
産
債
格
(
卒
均
利
潤
+
費
用
慣
格
)
若
〈
は 般

Marx， D乱5KapitaL Bd. III， Teil!， S. 169. (高島氏謀本第三容第ー腸三三

五一一六頁)。

1) 



自
然
債
格
に
不
断
に
落
付
か
ん
と
す
る
の
糖
構
を
有
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
却
ち
或
る
商
品
の
市
場
債
格
が
需
要
。

増
加
に
よ

b
、
ぞ
の
生
産
債
格
(
自
然
債
格
)
以
上
に
昇
る
ご
き
は
、
共
商
品
の
生
産
部
門
の
利
潤
率
は
、
一
般
卒

均
利
潤
率
よ
り
高
〈
な
る
。
し
が
る
時
は
他
の
生
産
部
門
に
ゐ
り
て
、
ぞ
れ
よ
h
よ
h
，
一
一
暦
低
い
利
潤
率
を
獲
て

ゐ
る
所
の
資
本
家
は
、
そ
の
・
生
産
部
門
か
ら
資
本
を
引
き
出
し

τ、
利
潤
率
の
高
い
右
の
生
産
部
門
に
そ
れ
を
投

資
す
る
で
あ
ら
う
o

毛
の
結
果
そ
の
生
産
部
門
の
商
品
の
生
産
額
は
増
加
し
、
随
っ
て
ぞ
の
生
産
物
の
市
場
債
格

は
競
争
の
た
め
低
落
す
る
。
こ
の
過
程
は
そ
の
生
産
部
門
に
於
け
る
利
潤
率
が
一
般
卒
均
利
潤
率
迄
低
落
L
、
商

品
の
市
場
債
格
が
そ
の
生
産
債
格
(
自
然
債
格
)
吉
一
致
す
る
迄
績
〈
で
あ
ら
う
。
そ
の
反
卦
の
場
合
却
も
商
品
の

市
場
開
問
格
が
そ
の
生
産
債
格
(
自
然
債
格
)
以
下
に
ド
り
た
る
時
は
、
主
(
商
口
聞
の
生
産
部
門
の
資
本
は
引
き
上
げ
ら

れ
て
、
他
の
よ
h
利
潤
率
の
高
い
生
産
部
門
に
移
さ
れ
、
共
結
果
ぞ
の
商
品
の
供
給
は
減
少
し
、
其
市
場
面
慣
格
は

其
生
産
債
格
(
自
然
債
格
)
吉
一
致
す
る
迄
日
升
る
こ
言
、
な
る
o

か
〈
て
商
品
の
市
場
贋
格
は
、
一
般
卒
均
利
潤
率

の
法
則
の
作
用
に
よ
句
、
長
期
に
豆
、
，
り
て
共
生
産
債
格
(
自
然
償
格
)
よ
h
離
晶
、
こ
之
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

右
に
遁
ぺ
た
る
所
は
、
巳
に
ス
ミ
ス
、

9
カ
ア
ド
に
よ
り
瞭
ら
か
に
せ
ら
れ
、
一
般
に
知
れ
亘
っ
て
ゐ
る
事
買

で
あ
る
が
、

7

F

ク
ス
に
あ

h
て
は
、
此
の
如
き
所
は
只
だ
-
般
商
口
聞
の
市
場
展
格
ご
彼
が
所
謂
生
産
債
格
Z
が

一
致
融
合
す
る
た
め
の
機
構
に
閲
す
る
大
鱒
論
た
る
に
渇
ぎ
ぬ
。
而
し
て
彼
が
謂
ふ
所
の
商
品
の
痩
値
ぜ
そ
の
市

場
債
格
Z
が
一
致
す
る
た
め
の
機
構
は
、
之
よ
り
も
猶
ほ
複
雑
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
右
遮
べ
た
る
如
き
形
を
ご
る

に
就
て
は
、
な
ほ
諸
々
の
僚
件
を
必
要
Z
す
る
の
で
あ
る
。
(
註
)

設

苑
マ
ル
ク
ス
が
訓
ふ
所
白
伺
値
内
瓶
念
が
、
り
カ
ア
ド
の
自
然
慣
格
の
概
念
と
異
な
る
と
Lr
は
釦
論
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
に
は
慣
依
百

マ

ル

ク

丸

田

勢

賃

論

(

第

穴

披

一

一

七
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一
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一
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設

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
諭

第
十
八
巻

(
第
六
競
一
一
入
)

勝j

川
内
に
た
ほ
市
場
慣
値
な
る
言
葉
が
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
慨
念
内
容
に
於
て
慣
値
と
は
い
〈
ら
か
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、
リ
カ
ア

γ
白
白
熱
伺

格
と
も
異
な
っ
て
ゐ
る
。
随
っ
て
こ
の
生
産
倒
格
(
自
然
倒
格
)
と
市
場
伺
格
と
白
一
致
白
問
題
は
、
憤
此
引
に
同
値
及
び
市
場
慣
値
と
市
場
債
格
と

り
一
致
申
問
題
を
成
す
も
り
で
は
な
い
。
慣
値
左
市
場
債
絡
が
一
致
す
る
が
錆
め
に
は
趣
事
の
保
件
を
品
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
ζ

。
一
郎
ピ
就
て
左
の
如
〈
一
再
'
針
。

『
同
一
白
生
産
部
門
に
於
て
産
出
さ
れ
、
種
翻
等
し
〈
且
す
品
質
も
時
々
同
一
在
る
商
品
が
、
そ
白
債
伯
羽
り
販
買
さ
札
る
に
は
、
三
個
由
僚

件

Eι
嬰
と
す
る
。

、
、
、

『
第
一
に
、
種
々
な
る
個
別
償
値
は
、
一
目
此
官
慣
値
即
ち
上
症
の
市
場
慣
植
に
平
均
化
し
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
:
:

『
第
二
に
、
商
品
が
慎
用
慣
値
を
有
す
る
と
云
ふ
ζ
と
は
、
何
撃
か
の
社
合
的
融
望
を
充
た
す
と
-
E
ふ
と
主
に
外
な
ら
向
。
:
:
・
』

Z
こ
ろ
が
さ
き
仁
も
述
べ
た
る
如
〈
、

融

労

働

力

商

品

は

、

資

本

家

的

商

品

で

な

い

か

ら
、
吾
々
は
之
に
闘
し
て
般
的
卒
均
利
潤
率
の
法
則
の
作
用
を
考
ふ
る
こ
芭
が
出
来
十
、
従

τ之
に
本
づ
〈
柑
労

働
力
商
品
の
債
値
ご
横
格
の
一
致
は
、
右
註
に
逃
ぺ
た
る
が
如
き
僚
件
の
下
に
於
て
も
、
考
ふ
る
こ
ご
が
出
来
な

吟
い
。
放
に
若
し
吾
々
が
、

9
カ
ア
ド
の
主
張
に
従
は
守
し
て
、
一
般
的
卒
均
利
潤
率
の
法
則
に
本
づ
〈
需
要
供
給

一
致
の
機
構
に
代
は
る
も
の
ご
し

τ、
融
労
働
(
即
ち
人
口
)
の
自
然
的
増
減
に
よ
る
抽
労
働
(
力
)
の
需
要
供
給
の
一

致
、
な
ら
び
に
之
に
件
ふ
て
生
宇
る
勢
働
の
市
場
債
格
の
そ
の
自
然
債
格
に
落
付
〈
ペ
き
機
構
の
存
在
を
信
唾
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
柚
労
働
力
の
債
値
ご
某
債
格
正
の
一
致
の
機
構
は
、
遂
に
之
を
見
出
す
に
由
な
い
こ
Z
じ
な
る
。

か
〈
て
マ

Y
F
ス
に
於
て
は
、
崎
労
働
力
の
債
伯
法
則
は
あ
く
迄
も
純
抽
象
的
法
則

Z
L
て
残
る
こ
吉
、
な
る
の
で

あ
る
。
し
か
ら
ば
マ

Y

ク
λ

は
こ
の
努
働
力
の
贋
値
正
一
償
椅
ご
の
関
係

1
i現
質
勢
賃
が
勢
働
力
の
需
要
供
給
如

何
に
よ
り
、
労
働
力
の
岡
田
値
よ
り
離
れ
て
ル
援
勤
す
る
事
情
ー
ー
を
如
何
に
説
明
せ
ん
ご
し
k
h
r
。
こ
れ
私
が
以
下

マ
Y

ク
旦
に
依
れ
ば
、

Marx， n 冗 0.，S. 159， 164. (同調本同冊三一六、三二五頁)。
一般的平均利潤牢由法則と商品山僧値と慣府との一致の問題との開係に就て
さきに主主ペたる所(前税一二1，頁)とと誌に遮主る所との問には一見矛盾があ
る<"うに見へるが、 Lか Lそうてはなくして向品心問位と倒村?と由一致が考
へらるミこ止と、それが位協Lせらる h 正云ふこと、が‘同時にと由法則に就
ζ云はれf号るのどあるの



本
論
に
於
て
考
察
せ
ん
芭
す
る
所
で
あ
る
o

き
て
愈
々
本
論
に
這
入
り
た
い
芭
思
ム

ωで
あ
る
が
、
吉

一
般
商
品
に
閲
L
之
が
需
要
Z
供
給
Z
の
一
致
、
若
〈
は
之
が
償
佑
ご
債
格
さ
の

一
般
卒
均
利
潤
率
の
法
則
に
於
て
見
出
し
た
や
う
に
予
勢
働
力
に
閲
す
る
そ
れ
ら
の

2

機
構
を
捉

へ
ん
さ
し
て
、
そ
れ
を
7
y
f
λ
の
人
口
原
則
に
後
見
し
た
も
の
が
、
9
カ
ア
ド
の
第
賃
論
で
あ
る
。
随
っ
て
蝕
労

働
(
カ
)
の
需
要
供
給
の
如
何
に
依
る
所
の
、
現
質
勢
賃
の
優
位
よ
り
の
離
隔
及
び
動
揺
若
〈
は
そ
れ

Z
の
一
致
如

何
の
問
題
は
、
吾
々
が
柑
ノ
カ
ア
ド
の
努
賃
論
の
批
評
を
出
妥
結
ご
す
る
限
h
J
、
お
の
づ
か
ら
7

V

サ
ス
人
口
原
則

を
中
心
ご
す
る
こ
ご
に
な
る
。
以
下
現
賓
勢
賃
を
論
宇
る
に
つ
き
、
私
が
屡
々
人
口
問
題
に
胸
れ
る
の
は
、
こ
れ

が
た
め
で
あ
る
。

既
に
別
稿
に
於
て
少
し
〈
詳
細
に
惑
イ
て
お
い
た
や
う
に
、

η
ノ
カ
ア
ド
の
勢
賃
法
則
|
|
f
拙
労
働
の
市
場
周
唄
格
の

猿
動
及
び
そ
れ
さ
セ
の
自
然
債
格
己
の
融
合
一
致
の
理
由
ー
ー
は
、

7
u
y

サ
λ

の
人
口
原
則
|
|
印
も
人
口
は
食

物
が
之
を
許
す
限
度
迄
増
加
せ
ん
ご
す
る
の
傾
向
を
有
す
、
若
〈
は
人
口
は
食
物
よ
h
一
層
大
な
る
割
令
を
以

τ

増
加
す
る
の
傾
向
あ
り
、
芭
の
一
の
自
然
法
則

1
iの
上
に
立
脚
し
て
ゐ
る
の
郎
も
彼
に
依
れ
ば
、
勢
働
の
市
場

慣
栴
は
、
資
本
が
勢
働
人
口
に
超
ゆ
る
時
は
、
其
自
然
債
格
の
上
に
日
升
b
、
労
働
人
口
が
資
本
に
超
ゆ
る
時
は
、

そ
れ
よ
り
下
が
る
の
で
あ
る
が
、
勢
働
人
口
は
、
そ
の
獲
得
す
る
所
の
生
活
資
料
の
分
量
如
何
に
比
例
し
て
増
減

三
千
』
人
口
増
減
の
自
然
法
則
が
存
在
し

τゐ
る
た
め
に
、
努
働
の
市
場
債
格
は
、
長
期
仁

こ
れ
丈
け
の
噌
』
ご
を
云
っ
て
置
い
て
、

き
に
も
一
号

E

一
目
し
た
る
が
如
〈
、

本

論

一
致
の
機
構
を
、

す
る
も
の
で
ゐ
る
、

読

苑

第
十
λ
各

(
事
大
競
一
一
九
}
一
一
一
一
一
五

マ
ル
グ
ス
白
勢
賃
繭

本誌第十入巷第四腕。拙稿『客観的~.賃諭白史的設展』1) 



設

苑

(
第
六
続
二
一

O
)
一
二
三
ハ

マ
ル
ク
只
の
姐
百
貨
前

第
十
λ
巻

豆
h
て
、
共
自
然
問
問
格
か
ら
離
れ
る
こ
ご
が
で
き
中
L
て
、
結
局
い
つ
か
は
そ
の
自
然
債
格
に
落
付
〈
に
至
る
も

の
で
あ
る
ご
せ
ら
れ
て
ゐ
る
0

(

註
)

り
カ
ア

Y
O
勢
賃
請
が
マ
ル
サ
ス
由
人
口
原
聞
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
彼
れ
白
名
著
『
蜘
臨
時
皐
及
び
租
枕
の
原
理
』
第
五
章
『
勢

質
に
就
て
』
に
於
て
、
明
に
看
取
す
る
と
と
が
出
車
る
の
で
あ
る
が
、
指
ほ
彼
が
そ
申
書
翰
に
悼
て
、
屡
々
、
マ
ル
サ
ス
白
人
口
論
に
闘
す
る
著

(
駐
)

作
に
謝

L
、
満
腔
の
賛
志
を
表
明
し
て
ゐ
る
の
を
且
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ぽ
マ
ル
サ
ス
が
リ
カ
ア
ド
に
そ
白
著
書
を
問
う
た
時
に
、
そ
れ
忙
謝
す

る
睦
献
に
於
て
、
り
カ
ア
ド
位
、
『
;
・
:
私
が
と
白
書
物
か
ら
受
け
た
一
般
的
の
印
象
は
非
常
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
張
日
航
る
明
瞭
に

満
足
に
詑
か
れ
て
あ
る
の
で
、
私
け
大
な
る
興
味
を
感
じ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
い
は
私
が
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
り
か
由
有
名
な
る
著
作
を
積
ん
だ
主

2
 

き
に
得
た
興
味
に
衣
「
も
の
で
あ
る

J
・
・
・
:
』
と
云
っ
て
居
間

J

、
共
後
間
も
た
〈
彼
は
又
、
衣
申
苧
う
な
と
と
を
マ
ル
サ
ス
に
宛
て
た
る
手
紙
に

3
 

於
て
書
い
て
ゐ
る
。
『
・
:
・
:
私
は
そ
れ
を
(
マ
ル
サ
ス
白
人
口
論
に
闘
す
る
著
書
」
今
乙
λ

に
有
て
、
再
び
こ
の
新
ら
し
い
事
柄
を
繰
り
遅
へ
し

積
ん
だ
。
そ
し
て
私
は
色
々
と
工
夫
し
て
あ
な
た
在
意
見
世
異
に
す
る
所
を
設
見

L
苧
う
と
努
め
る
げ
れ

rも
、
臨
め
で
山
ザ
し
込
か
な
い
の
を
見

4
 

て
驚
い
て
ゐ
る
攻
第
で
あ
る
の
』

芭
こ
ろ
が
マ

Y

ク
旦
は
、

一
の
自
然
法
則
で
あ
る
ご
こ
ろ
の
7
y
f
月
の
人
口
原
則
の
存
在
を
信
守
グ
る
結

果
、
現
賓
の
勢
賃
が
か
、
る
絶
罰
的
な
る
人
口
の
増
減
に
よ
り
襲
動
す
る
ご
云
ム

F
カ
ア
ド
の
主
張
を
杏
認
す
る

の
で
あ
る
。
彼
は
人
口
法
則
に
就
て
左
の
如
〈
措
叫
べ
て
ゐ
る
。

「
ニ
の
・
』
吉
は
(
産
業
務
備
軍
若
〈
は
相
艶
的
過
剰
人
口
の
累
進
的
生
息
)
、
資
本
主
一
義
的
生
産
方
法
に
特
有
な
る

人
口
法
則
で
あ
る
o

費
際
に
総
ゆ
る
特
穏
な
る
歴
史
的
生
産
方
法
は
、
ぞ
れ
自
身
特
有
な
る
、
歴
史
的
に
受
賞
な

る
人
口
法
則
を
有
す
る
。
抽
象
的
な
る
人
口
法
剣
は
、
未
に
人
類
が
歴
史
的
じ
干
渉
せ
ざ
る
動
植
物
に
於
て
の
み

存
在
す
る

W
S

Ricnrdo. Princip~~s ~f Polit~cat Econ~o~y ~ !~ati.?n， Gonner's ~d. pp 
71-2. 2) BonAr， Letters of David Ricardo to Thomas Robe-rt 
~althus-，_ .1?lo--r823. 1889. p・107. 3) 聾者附官ロ
Bonar， ibid.. p. 144. -o) 脅者附言。
Mar~pas KapitaI. Bd. 1， Volksaus. S. 569. (高畠民課事第一巷第三骨一
三八頁)。

1) 



即
も
マ

Y

ク
ス
に
依
れ
ば
、
総
ゆ
る
枇
合
的
生
産
方
法
若
〈
は
枇
舎
組
織
に
無
関
係
に
、
食
物
増
加
古
人
口
堆

加
さ
の
聞
に
、
或
る
関
係
的
傾
向
が
存
す
る
ご
云
ム
、
自
然
的
経
費
的
な
る
人
口
法
則
は
認
h
u
こ
ご
が
由
来
な

い
、
人
口
法
則
は
或

ι
一
定

ω生
産
方
法
若
〈
は
枇
舎
組
織
に
歴
史
的
に
の
み
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
o
而
し
て

現
今
の
資
本
主
義
生
産
方
法
若
〈
は
組
織
は
、
資
本
の
蓄
積
を
そ
の
基
本
的
特
徴
ご
す
る
結
果
、
そ
の
下
に
生
起

す
る
所
の
人
口
の
増
減
及
び
現
寅
勢
賃
の
援
勤
は
、
生
理
的
自
然
的
な
る
そ
れ
ら
で
は
な
〈
し
て
、
そ
れ
は
資
本

主
義
生
産
方
法
に
制
約
せ
ら
れ
た
る
人
口
の
運
動
、
勢
賃
の
議
動
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
凶
。
か
く
て
彼
に
あ
り
て

は
、
人
口
の
法
則
、
現
質
勢
貨
の
法
則
は
、
一
の
歴
史
的
法
則
正
し
て
、
資
本
蓄
積
の
一
般
的
法
則
の
竿
面
を
成

す
の
で
あ
る
。
こ
れ
彼
が
、
人
口
の
法
則
氏
び
そ
れ
を
基
礎
ご
せ
る
勢
賃
麗
勤
の
法
則
を
、
資
本
論
第
一
審
第
二

十
三
意
『
資
本
制
蓄
積
の
一
般
的
法
則
』
の
下
に
取
扱
っ
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。
資
本
蓄
積
の
理
論
は
、
彼
れ
の
経

済
理
論
の
蹄
看
黙
で
あ
る
ご
同
時
仁
、
そ
れ
は
彼
れ
の
歴
史
若
〈
は
枇
曾
理
論
の
一
基
礎
を
成
す
の
で
あ
っ
て
、

彼
れ
の
準
設
檀
系
に
於
て
極
め
て
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
。
随
っ
て
そ
れ
は
今
迄
勝
九
年
事
者
研
究
批
評
の
論
題

ピ
な
っ
た
も
の
で
あ
b
、
且
っ
そ
れ
に
劃
す
る
反
劃
論
も
数
多
〈
見
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
滋
に
は
そ
れ
を
資
本

蓄
積
の
理
論
ご

L
で
よ
り
は
、
寧
ろ
人
口
増
減
の
理
論
、
時
労
賃
愛
勤
の
理
論
ご
し
て
取
扱
ふ
で
あ
ら
う
え
き

(
駐
)

人
口
法
則
白
自
然
法
則
た
ら
ず
し
て
歴
史
法
則
若
〈
は
枇
曾
法
則
た
る
べ
き
ζ

と
を
主
張
す
る
と
の
立
場
を
と
る
も
の
は
他
に
も
あ

る
。
例
へ
ぼ
批
骨
主
義
者
。
中
に
於
て
人
口
事
者
と
し
て
最
も
著
名
な
る
カ
ウ
ツ
キ
1
は
乙
の
鮎
に
就
て
左
D
卸
〈
言
つ
て
ゐ
る
。

『
綿
て
己
れ
ら
D
畿
宰
白
可
能
性
の
害
す
る
結
果
は
、
納
ゆ
る
献
態
に
適
用
さ
れ
得
る
車
一
な
る
一
般
的
人
口
法
則
を
人
類
に
露
む
る
と
と
が

由
車
な
い
。
各
々
の
鮭
曾
白
椋
式
位
、
単
一
な
る
一
般
自
斡
的
協
件
よ
り
曲
て
車
る
も
白
で
な
〈
、
密
化
に
富
む
一
位
脅
的
保
件
よ
り
量
生
す
る
四

設

弗

マ
ル
ク
λ

白
勢
質
論

第
十
λ
巷

(
品
静
六
観
ゴ
二
)
一
一
三
士



話

宛

(
第
六
競
一
一
一
一
一
)
一
一
=
一
λ

第
十
八
巻

コ

紺
果
、
複
雑
な
る
性
質
を
有
ナ
る
所
の
彼
特
有
田
人
口
法
則
を
有
っ
て
ゐ
る
。
』

〉

〉

な
ほ
ヂ
イ
1
ル

M
W

ロ
リ
戸
も
此
貼
に
闘
し
、
そ
り
問
に
若
干
の
差
異
は
あ
る
が
、
相
似
た
る
且
解
を
有
っ
て
ゐ
る
。

マ
ル
ク
ス
白
勢
賃
前

A
1
姦
に
資
本
制
蓄
積
の
進
行
に
件
ふ
現
質
勢
賃
の
法
則
を
逃
ペ
ん

Z
す
る
に
営
h
ノ
、
先
づ
以

τ心
得
て
置
か
ね

ば
な
ら
ぬ
も
の
は
、
そ
の
理
論
の
中
心
貼
を
成
す
所
の
、
資
本
の
組
成
及
び
そ
の
組
成
の
資
本
蓄
積
の
行
程
中
に

受
〈
る
援
化
に
閲
す
る
マ

Y
ク
Z

濁
特
の
意
見
こ
れ
で
あ
る
。
彼
に
依
れ
ば
、
資
本
は
債
値
組
成
の
勅
よ
h

リ
見
れ

ば
、
不
獲
資
本
(
生
産
手
段
の
債
値
)
ご
可
愛
資
本
(
勢
働
力
の
贋
値
)
E
の
岡
部
R
T
に
分
た
れ
、
技
術
的
組
成

ω結

よ
h
見
れ
ば
、
ぞ
れ
は
生
産
手
段
Z
勢
働
力
の
雨
部
分
に
分
た
れ
る
。
而
し
て
こ
の
隻
方
の
間
に
は
密
接
な
る
交

互
関
係
が
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
;
っ
て
、
資
本
の
贋
値
組
成
が
そ
の
技
術
的
組
成
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
、
其
諸
々
の

礎
化
を
反
映
す
る
限
り
、
そ
れ
は
資
本
の
有
機
的
組
成
Z
名
づ
げ
ら
れ
る
。
以
下
資
本
の
組
成
三
百
ふ
J
H
、

有
機
的
組
成
で
あ
っ
て
、
而
も
枇
曾
的
資
本
の
号
れ
を
意
味
す
る
ニ
吉
、
す
る
。

一
資
本
組
成
に
務
化
な
き
場
合
に
於
け
る
勢
貨
の
愛
動

き
て
資
本
制
生
産
方
法
の
最
も
単
純
な
る
場
合
、
却
も
そ
の
後
遺
段
階
の
初
期
に
於

τは
、
換
言
す
れ
ば
一
定

の
生
産
手
段
を
蓮
轄
す
る
に
常
に
同
一
量
の
労
働
力
を
要
す
る
場
合

1
i資
本
の
組
成
が
不
遜
な
る
場
合

|
iに

於
て
は
、
崎
労
働
の
需
要
並
仁
勢
働
者
の
生
存
基
金
は
、
資
本
の
増
殖
己
同
一
比
例
を
以
て
靖
大
し
、
資
本
の
増
殖

急
速
な
る
仁
従
ひ
盆
々
念
惑
に
増
大
す
る
。
真
に
詳
言
す
れ
ば
、
「
資
本
は
年
々
一
の
鈴
剰
慣
値
を
生
産
し
、
こ の

1) Kautsky. K.，_ Ver~ehrung und Entwickluog in NElture und Gesel1schaft， 
3 Auf. 1921， S. 196. 
Diehl， K.. Thenreti~che Nation;lJokonomie， Bd 
N<ltlOoalokonomie， 1916， S. Iq8 
Nitti， Popul<ltIoo and Socifll System， p. 83・

I. Einleitung 10 die 勾
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の
像
剰
慣
値
の
一
部
は
年
々
元
資
本
に
坦
加
さ
れ
る
が
故
に
、
而
し
て
こ
の
追
加
量
そ
の
も
の
は
己
に
作
用
し
て

ゐ
る
資
本
が
繍
大
す
る
ご
共
に
年
々
増
大
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
最
後
に
例
へ
ば
新
に
品
目
蓬
せ
る
枇
曾
的
需
要

に
基
〈
新
市
場
、
新
な
る
放
資
部
面
の
開
拓
な
Y
」
の
如
き
致
富
衝
動
に
劃
す
る
特
別
刺
戟
の
下
に
、
蓄
積
の
規
模

は
突
然
傭
大
し
得
る
白
の
な
る
が
故
に
(
資
本
吉
牧
入
ご
へ
の
、
俄
剰
債
値
又
は
俄
剰
生
産
物
の
分
割
が
開
平
に
詩
型

化
す
る
だ
け
で
)
、
資
本
の
蓄
積
要
求
は
峠
労
働
力
叉
は
時
労
働
者
数
の
増
大
を
、
即
も
帥
労
働
者
に
劃
す
る
需
要
は
其

供
給
を
凌
鴛
す
る
こ
Z
を
得
、
随
っ
て
勢
賃
は
昂
騰
す
る
こ
ご
を
得
る
の
で
あ
る
。
』

か
、
る
資
本
(
可
襲
資
本
)
の
増
加
が
労
働
人
口
の
増
加
よ
り
よ
h
念
激
な
る
場
合
に
は
、
拙
労
働
者
は
、
彼
等
自

身
の
伶
剰
生
産
物
中
従
来
に
比
べ
て
よ
り
大
な
る
部
分
を
、
時
労
働
賃
銀
Z
し

τ獲
得
す
る
こ
芭
が
出
来
る
か
ら
‘

彼
等
は
そ
の
亭
築
の
範
園
を
策
大
し
、
衣
類
家
具
に
抽
出
す
る
消
費
基
金
を
よ
り
充
分
に
具
ヘ
、
又
少
漏
出
の
準
備
金

を
3
ヘ
貯
へ
る
こ
ご
が
出
来
る
。

し
か
じ
乍
ら
時
労
働
者
に
謝
し
て
有
利
な
る
か
、
る
紋
態
は
、
資
本
制
生
産
の
根
本
的
性
質
|
|
倹
剃
債
低
の
生

産
1
ー
を
苦
も
畿
更
す
る
も
の
で
は
な
い
V
O

随
っ
て
叉
ぞ
れ
は
、
賃
銀
勢
働
者
の
隷
属
関
係
及
び
搾
取
を
撤
回
す

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
只

r高
々
労
働
者
の
給
付
せ
ね
ば
な
ら
両
不
挽
暗
労
働
の
分
量
減
少
を
意
味
す
る
に
止

ま
る
の
で
ゐ
る
。

守

一

Y
F
ス
は
、
こ
の
資
本
の
組
織
に
援
化
な
(
し
て
、
資
本
蓄
積
の
激
増
に
よ
り
勢
賃
が
昂
騰
す
る
場
令
、
勢

貸
昂
騰
が
果
し
て
如
何
な
る
結
果
を
賛
ら
す
か
に
就
て
、
次
の
二
つ
の
場
合
を
皐
げ
て
述
べ
て
ゐ
る
。

A
勢
働
力
の
煩
格
(
勢
賃
)
が
騰
貴
し
て
も
、
資
本
の
蓄
積
の
準
行
を
妨
げ

T
、
勢
働
力
債
格
の
引
続
き
昂
騰
す

マ
ル
ク
ス
白
勢
賃
論

設
剛
宛

第

+λ
容

(
務
大
銃
一
一
五
=
)

= 
コ九
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設

苑

四
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第
十
λ
答

〔
第
六
披
一
一
一
回
)

マ
ル
ク
ス
の
捗
負
荷

る
場
合
。

こ
の
場
合
に
は
俄
剰
償
値
率
は
低
下
し
て
も
、
司
七
れ
さ
同
時
に
徐
剰
債
依
量
は
、
資
本
蓄
積
り
結
果
却
っ
て
増

大
す
る
ミ
さ
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
不
沸
勢
倒
の
減
少
が
牽
も
資
本
の
勢
力
範
国
の
様
張
を
妨
げ
な
い
こ
ご
は
明

ら
か
で
あ
る
。

B
崎
労
働
力
債
格
の
昂
騰
す
る
結
果
、
利
得
の
刺
戟
鈍
る
を
以

τ、
資
本
蓄
積
の
表
へ
る
場
合
。

こ
の
場
合
に
は
資
本
の
蓄
積
は
減
少
す
る
が
・
そ
れ
ご
同
時
に
、
其
減
少
の
原
因
即
も
資
本
Z
搾
取
さ
る
ぺ
き

努
働
力
Z
の
聞
の
不
均
衡
も
減
少
す
る
。
詰
り
資
本
制
生
産
行
程
の
機
構
は
、
そ
れ
が
-
時
的
に
造
、
り
出
し
た
る

所
の
障
碍
を
自
ら
除
去
す
る
の
で
あ
る
。
勢
働
力
債
格
は
再
び
資
本
の
慣
債
増
殖
要
求
に
相
懸
せ
る
水
準
に
迄
低

下
す
る
に
至
る
。
か
〈
て
時
労
働
力
調
格
の
昂
騰
す
る
可
能
的
限
度
は
、
た
い
資
本
主
義
制
生
産
方
法
の
生
長
を
確

保
す
る
範
園
内
に
の
み
限
ら
る
、
の
で
あ
る
。

而
し
て
7

y

ク
ス
は
、
勢
賃
漣
動
の
理
由
を
、
自
然
的
な
る
人
口
の
増
減
に
よ
り
て
い
は
な
〈
、
資
本
制
生
産

方
法
に
同
有
せ
る
、
歴
史
的
な
る
人
口
の
運
動
に
よ
っ
て
設
明
せ
ん
正
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
よ
れ
ば
、

「
右
の
第
一
の
場
合
に
於
て
、
勢
働
力
又
は
勢
働
者
人
口
の
絶
調
的
又
は
相
調
的
増
殖
の
減
少
が
、
資
本
を
過
剰

な
ら
し

U
る
も
の
で
は
な
〈
、
芙
反
劃
に
、
資
本
の
増
大
が
搾
取
す
守
へ
き
帥
労
働
力
を
不
充
分
な
ら
じ
む
る
も
の
で

あ
h
‘
第
二
の
場
合
に
於
て
、
労
働
力
又
は
抽
労
働
者
人
口
の
紙
調
的
又
は
相
調
的
増
殖

ω
増
大
が
資
本
を
不
充
分

な
ら
し
む
る
も
の
で
は
な
〈
、
其
反
掛
に
、
資
本
の
減
少
が
搾
取
す
ぺ
宮
崎
労
働
力
を
過
剰
な
ら
し
め
、
そ
の
債
格

を
低
下
せ
し
む
る
も
の
で
ゐ
る
。
・
:
:
:
・
歎
皐
上
の
言
葉
を
用
。
て
云
へ
ば
、
蓄
積
川
町
大
き
は
白
鶴
敷
で
あ
っ
て
、

Marx. a. a. 0.， S. 555-:-6. (同謀本向加ーーと一一ー凡頁)。



6.1) 

他

獲

款

で

は

な

〈

、

勢

賃

の

大

さ

は

他

愛

款

で

あ

っ

て

白

鍾

敷

で

は

な

い

の

で

あ

る

。

:
i

要
す
る
所
、
勢
働
力
の
債
格
の
昂
騰
は
、
一
一
菅
に
資
本
制
生
産
方
法
の
根
本
に
収
鮪
せ
、
さ
る
の
み
な
ら
争
、
そ
の

繍

大

せ

る

規

模

に

於

り

る

再

生

産

を

も

確

保

す

る

所

の

限

界

内

に

閉

塞

3
れ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

「

資

本

ご

蓄

積
E
勢

賃

率

芭

の

間

の

関

係

は

、

資

本

化

せ

る

不

抑

第

働

三

追

加

資

本

の

運

動

に

要

す

る

追

加

崎

労

働

ご

の

聞

の

関

係

に

外

な

ら

ぬ

。

故

に

そ

れ

は

決

し

て

互

に

濁

立

せ

る

こ

例

の

大

吉

、

即

ち

一

方

に

は

資

本

の

大

3
z、
他

方

に

は
楠
労
働
者
の
人
口
敷
ご
の
問
の
閥
係
で
は
な
〈
、
そ
は
寧
ろ
結
局
た
い
同
じ
努
働
者
人
口
の
不
抑
峨
労
働
さ
支
梯
労

働

E
の
聞
の
関
係
に
遁
吉
ぬ
も
の
で
あ
る
。
」
(
註
)

(
匙
)
リ
カ
ア
ド
は
、
安
本
組
成
。
鐙
化
。
勢
働
賃
銀
に
及
ぽ
ナ
影
響
E
留
意
せ
な
か
っ
た
白
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
は
、
祉
脅
費
展
甲
道
程

に
於
て
、
各
々
異
な
り
た
る
影
響
を
努
賃
事
に
及
ぼ
す
所
白
、
ニ
古
田
鑓
塗
段
階
の
あ
る
と
と
を
云
っ
て
ゐ
る

o
f
あ
る

Q

担
論
そ
れ
は
マ
ル
ク

λ
?庁
、
れ
と
は
、
共
内
容
に
於
て
も
.
其
理
由
に
於
て
も
、
同
E
て
は
な
い
が

Q

彼
此
相
比
較
す
る
が
矯
め
に
、
輩
に
リ
カ
ア
ド
白
此
鮎
に
闘
す

る
章
句
を
引
い
て
見
る
(
第
一
四
段
階
は
右
越
べ
た
る
費
本
の
組
成
に
麹
化
な
き
場
合
に
、
第
二
由
段
附
は
主
に
誰
ぷ
る
所
の
費
本
自
組
成
に
揮

叱
あ
る
場
合
に
、
ほ
ピ
耐
鵬
首
す
る
)
。

、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、

『
傍
貨
は
そ
の
自
拍
車
。
高
さ
に
一
致
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
有
す
る
に
拘
は
ら
ず
、
向
よ
刷
出
展
し
つ
込
あ
る
批
骨
に
あ
り
で
は
、
そ
の
市
場
事

は
、
或
る
不
定
白
期
間
内
に
於
て
は
、
絶
白
ず
こ
由
自
然
草
よ
り
も
高
位
に
あ
り
得
る
も
り
で
あ
る
。
何
2

と
な
れ
ば
費
本
の
噌
加
が
、
接
働
に
劃

ナ
る
需
要
世
帯
越
せ
し
む
る
に
布
教
と
な
る
宇
否
や
、
更
に
究
の
資
本
の
噌
加
も
亦
同
一
白
作
用
を
潟
す
こ
と
誌
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
若

し
資
本
目
増
加
が
溺
失
的
で
あ
り
、
且
つ
持
続
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
捗
働
に
封
す
る
需
誕
仕
入
口
増
殖
田
上
位
不
断
。
刺
執
を
典
へ
得
る
で
あ
ら

う
。
』

』
-
、
、
‘
.
、
、
、
、
.
、
、
、

『
勢
貨
は
需
要
供
給
に
よ
り
て
左
右
せ
ら
る
ミ
限
り
、
世
曾
の
自
然
的
護
遣
に
伴
ひ
、
下
落
す
る
傾
向
を
有
っ
て
ゐ
る
。
何
と
な
札
ぽ
勢
働
者

設

苑

四

マ
ル
ク
ス
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労
賃
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第
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八
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)
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第
十
λ
容
(
第
六
競

白
供
給
は
閉
じ
程
度
で
棺
結

L
て
行
〈
で
あ
ら
う
が
、
勢
働
者
に
封
ず
る
需
要
は
準
か
に
h
a
h
山
ず
な
い
程
度
で
噌
加
す
る
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
か

ら
。
』 詑

苑

一
二
大
)
一
一
回

マ
ル
ク
ズ
白
勢
賃
論

而
し
て
リ
カ
ア
V
位
、
こ
の
捗
働
者
に
封
す
る
需
要
減
退
由
理
由
を
、
人
口
の
柑
加
|
|
穀
例
。
騰
貴

1
i劣
等
地
白
耕
作
|
|
持
働
生
産
力

忽
抽
選
|
|
資
本
{
勢
働
需
要
)
柑
殖
の
減
少
に
臨
し
て
ゐ
る
。

以
上
私
は
、
資
本
の
組
成
に
援
化
な
き
場
合
に
於
て
、
現
賓
の
勢
貨
が
、
，
資
本
蓄
積
の
一
般
的
法
則
に
よ
h
、

隠
っ
て
叉
資
本
制
生
産
方
法
に
制
約
せ
ら
れ
た
る
人
口
の
法
則
に
よ
り
、
如
何
に
動
か
さ
晶
、
か
、
言
ひ
換
ゆ
れ

ば
叫
労
働
力
の
岡
田
格
が
如
何
に
そ
の
煩
値
よ
り
昇
り
得
る
か
、
に
就
て
の
T

M

F

P

ス
の
説
く
所
h
y
大
韓
逃
〈
了
へ

た
o

し
か
る
に
彼
に
よ
れ
ば
、
資
本
蓄
積
の
進
行
は
か
、
る
資
本
の
組
成
に
援
化
な
き
場
合
を
超
b
τ
進
む
。
即

ち
資
本
主
義
組
織
後
蓮
の
或
る
段
階
に
達
す
る
ご
、
資
本
の
組
成
に
或
る
援
化
を
生
じ
、
延
い
て
努
賃
の
運
動
に

影
響
を
及
ぼ
す
に
至
る
。
衣
に
私
は
、
か
、
る
場
合
に
於
て
、
勢
賃
は
如
何
に
動
揺
す
る
か
に
就
て
、
彼
れ
の
謂

ふ
所
を
吟
味
し
て
見
ゃ
う
。

ニ
資
本
の
組
成
に
越
化
の
起
λ

ソ
カ
る
場
合
に
於
り
る
勢
貸
の
愛
動

7

F

ク
ー
は
一
去
ふ
、
「
一
度
び
資
本
制
度
の
一
般
的
基
礎
を
仮
定
す
る
以
上
は
、
資
本
蓄
積
の
進
行
中
、
必
ら

す
枇
曾
的
措
労
働
の
生
産
力
が
、
蓄
積
の
最
も
有
力
な
る
横
杵
た
る
に
至
る
一
瓢
に
到
達
す
る
叫
」

2
3

彼
が
謂
ふ
所
の
労
働
生
産
力
の
意
義
は
、
肢
に
他
的
機
舎
に
於
て
相
嘗
詳
し
〈
述
ぺ
rL
置
い
た
凶
彼
に
依
れ

ば
、
「
勢
働
生
産
力
の
精
進
言
は
、
一
般
に
、
一
商
品
の
生
産
上
、
枇
曾
的
に
必
要
な
る
勢
働
時
聞
が
短
縮
せ
ら

Ricardo， ibid.， p. 77. 
Marx， Das Kapital， Bd. 1， Volksaus. S. 558. (-高畠氏課本第一巻第三世ー

三ニ頁)。
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れ
、
随
っ
て
よ
り
少
量
の
勢
働
が
よ
h
多
量
の
使
用
問
慣
値
を
生
産
す
る
力
を
得
る
努
働
行
程
上
の
一
一
盛
化
の
謂
で

ゐ
る
。
」
而

L
て
こ
の
崎
労
働
生
産
力
は
、
ぞ
の
依
擁
す
る
僚
件
の
'
自
然
的
な
る
吉
、
枇
曾
的
な
る
ご
に
よ
り
、
融
労
働

の
自
然
的
生
直
脱
力
、
己
批
曾
的
生
産
力
Z
に
分
た
れ
る
の
で
あ
る
が
、

A
T
慈
に
問
題
ご
な
る
の
は
後
者
に
就
て
い
V

あ

る
か
ら
、
前
者
に
就
て
は
姑
ら
〈
措
〈
。

さ
て
こ
の
「
叫
労
働
の
枇
曾
的
生
産
カ
の
大
小
は
、
一
日
労
働
者
が
一
定
時
間
内
に
、
同
一
の
楠
労
働
力
緊
張
を
以

τ、
生
産
物
に
鞠
化
す
る
生
産
手
段
の
相
劃
的
大
小
に
よ
っ
て
表
章
さ
れ
る
。
彼
が
依
っ
て
帥
労
働
す
る
所
の
生
産

手
段
の
分
量
は
、
彼
れ
の
抽
労
働
の
生
産
力
M
M
増
進
す
る
ご
共
に
増
大
す
る
よ
而

L
て
生
産
手
段
の
増
大
Z
努
働
生

産
力

ω増
進
ご
は
、
相
互
に
因
果
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
所
、
労
働
力
に
比
較
し
て
生
産
手
段
の

分
量
り
増
大
す
る
こ
ご
は
、
勢
働
生
産
力
の
増
進
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
放
に
彼
は
一
式
ム
、
「
労
働
生
産
力

の
増
進
は
、
自
己
の
運
轄
す
る
生
産
手
段
の
分
量
に
比
較
し

τの
措
労
働
量
の
減
少
・
又
は
勢
働
行
程
の
客
観
的
因

子
に
比
較
し
て
の
そ
の
主
観
的
因
子
の
1
7
量
減
に
於
て
現
は
れ
る
J
Z
o

資
本
の
か
〈
の
如
き
技
術
的
組
成
の
趨
化
(
枇
労
働
力
の
生
産
手
段
仁
劃
す
る
相
掛
的
減
少
)
は
、
資
本
の
倶
値
組

成
に
袈
化
を
及
ぼ
す
。
即
も
可
援
資
本
は
不
後
資
本
に
劃
し
て
相
劃
的
に
減
少
す
る
。
例
へ
ば
最
初
は
一

O
Oの

資
本
が
各
々
生
産
手
段
、
勢
働
力
に
五

O
A
1
セ
ン
ト
宛
放
下
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
が
、
労
働
生
産
カ
靖
暗
唱
す
る
ご

共
に
、
生
産
手
段
に
入

O
バ

1
セ
y
ト
勢
働
力
に
ニ

O
メ

1
屯

ν
ト
放
下
さ
れ
る
仁
至
る
さ
一
五
ム
が
如
き
で
ゐ

る
。
か
〈
て
「
草
に
澗
費
き
る
、
生
産
手
段
の
煩
値
、
換
言
す
れ
ば
、
不
盤
資
本
部
分
の
み
を
代
表
す
る
所
の
債

格
要
素
の
相
罰
的
大
小
は
、
一
般
に
蓄
積
の
進
行
仁
正
比
例
し
、
勢
働
の
代
績
を
支
挑
ふ
所
の
、
換
言
す
れ
ば
可

設

施

第
十
八
巷

(
第
六
概
一
一
一
七
)
二
回

マ
ル
ク
ユ
由
勢
質
論

Marx， a. a. 0" S. 263. (同望号本第一巻第二珊大頁)。

Marx， a. a. 0.， S. 558. (同謀本第一巻第三冊一ニ二頁)。

Marx. a. a. 0.， S. 560. (同課本同珊一三三頁)。
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設

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
質
論

第
十
八
巻

(
第
六
競
一
ニ
入
)
一
一
四
回

援
資
本
部
分
を
代
表
す
る
所
の
他
の
債
格
要
素
の
相
劃
的
大
小
は
、

う
』
正
一
戸
ふ
命
題
が
成
h
立
つ
。
(
註
)

一
般
に
蓄
積
の
準
行
に
逆
比
例
す
る
で
あ
ら

不
相
関
費
本
部
分
に
比
べ
て
可
麹
資
本
部
分
。
減
少

T
Z
乙
止
、
即
ち
滋
に
所
消
費
本
自
債
値
組
成
の
撞
化
は
、
安
本
田
素
材
的
(
技
術

的
)
組
成
町
鑓
化
を
た
ピ
栴
示
ず
る
丈
け
で
あ
る
と
マ
ル
ク
λ

は
云
ム
。
例
へ
ば
第
十
八
世
組
の
初
期
に
於
て
、
紡
績
業
に
放
下
さ
札
た
費
木
慣

値
は
、
不
輔
出
資
本
部
分
出
二
分
の
一
、
可
援
資
本
部
分
が
二
分
自
プ
ル
二
百
ふ
比
制
で
あ
っ
た
り
が
、
今
日
て
は
(
マ
ル
ク
ス
執
筆
昔
時
)
不
狸
費
本

部
分
が
λ
分
白
七
、
可
狸
資
本
部
分
が

λ
分
白
一
正
一
再
ふ
比
例
で
あ
る
に
し
て
も
、
一
方
一
定
量
由
紡
績
勢
働
が
今
日
生
産
的
に
消
費
す
る
原

料
、
捗
働
M
r
具
白
分
量
は
、
第
十
入
世
組
D
相
別
に
比
〈
る
と
優
に
何
百
倍
も
噌
大
し
て
ゐ
る
。
即
ち
資
本
D
技
術
的
組
成
。
援
化
仕
、
直
ち
に

そ
白
偉
そ
の
慣
値
組
成
の
援
住
に
反
映
し
て
居

ι自
由
で
あ
る
。
そ
の
わ
け
は
、
掛
働
生
産
力
摺
溢
す
る
と
き
は
、
生
産
手
段
出
増
大
す
る
の
で

あ
る
が
、
そ
白
伺
値
は
そ
の
晴
大
に
比
し
て
低
落
ナ
る
か
、
b
で
あ
る
、
即
ち
生
産
手
段
目
個
値
目
紹
調
的
に
位
噌
加
す
る
が
、
そ
の
有
大
の
価
問

に
比
べ
て
は
噌
加
し
な
い
か
ん
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
勢
働
生
産
力
。
捨
選
に
伴
ふ
不
挫
完
本
部
分
と
可
鎚
資
本
鼎
分
と
の
割
合
自
相
違
申
靖
大

(
陸
)

(
資
本
白
債
値
組
成
の
質
化
。
噌
大
)
目
、
生
産
手
段
と
勢
働
力
と
白
割
合
目
相
謹
白
噌
大
(
費
本
田
技
術
的
組
成
。
艶
化
の
靖
大
)
よ
り
も
謡
か
に

小
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
こ
白
こ
と
は
、
決
し
て
説
者
自
前
者
に
反
映
す
る
ζ

と
を
否
認
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
仕
申
す
迄
も
な
い
。

猶
ほ
費
本
蓄
積
の
晴
越
は
、
可
塑
費
本
部
分
自
相
謝
最
を
減
少
せ
し
む
る
に
至
る
も
り
で
あ
る
と
す
る
も
、
そ
れ
は
可
塑
費
本
部
分
の
紹
封
笠

の
肺
唱
大
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
も
白
で
な
い
こ
&
は
云
ふ
迄
も
な
い
て
あ
ら
う
。

こ
の
資
本
の
有
機
的
組
成
の
援
化
|
|
資
本
制
生
産
方
法
の
特
質
、
柚
労
働
生
産
力
の
品
目
速
に
よ
り
惹
起
せ
ら
る

る
所
の
ー
ー
は
、
菅
に
資
本
蓄
積
の
準
行
、
郎
も
枇
曾
的
富
の
増
殖
ご
歩
調
を
揃
へ
る
の
み
で
は
な
い
。
そ
れ
は

比
較
に
な
ら
泊
程
迅
速
に
進
な
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
軍
純
な
る
蓄
積
郎
も
縄
資
本
の
絡
調
的
媛
大
は
、
そ

の
個
々
の
要
素
の
集
中
を
伶
ひ
、
拍
車
加
資
本
の
技
術
的
革
命
は
一
克
資
本
の
技
術
的
革
命
を
伴
ふ
か
ら
で
あ
る
。
そ

Marx. a. a. 0.. S. 560. (同翠本同情一二四頁)。1) 



れ
は
最
初
同
二
・
で
あ
っ
た
も
の
が
、

4

・
に
愛
っ
て
行
〈
。

右
越
4

た
る
却
〈
、
資
本
の
蓄
積
は
、
資
本
主
義
制
後
這
の
第
一
段
胎
に
於
て
は
、
軍
に
資
本
の
量
的
鋳
大
に

依
つ
て
な
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
そ
の
品
目
遠
の
第
二
段
階
仁
遣
す
る
吉
、
資
本
の
組
成
の
麺
化
却
も

そ
の
質
的
措
理
化
が
惹
起
せ
ら
る
、
に
歪

h
、
資
本
の
蓄
積
は
、
不
滋
賀
本
が
可
護
資
本
を
犠
牲
Z
じ
て
、
不
断
に

増
大
す
る
さ
一
五
ふ
こ
ご
に
よ
り
、
準
一
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
の
は
印
も
此
段
階
に
於
け
る
彼
れ
特
有
の
人

口
法
則
、
所
謂
産
業
環
備
軍
・
の
理
法
、
現
質
勢
貨
の
法
則
の
出
費
紬
を
成
す
。
私
は
次
に
、
マ
ル
ク
ス
が
如
何
に

し
て
こ
の
人
口
運
動
の
理
論
に
よ
り
、
現
貨
に
於
け
る
労
賃
の
勤
揺
を
説
明
し
て
ゐ
る
か
を
見
る
で
あ
ら
う
。

右
述
べ
た
る
如
〈
、
総
資
本
が
増
大
す
る
に
従
っ
て
、
可
愛
資
本
部
分
の
相
調
的
減
少
は
、
よ
h
急
激
に
促
進

せ
ら
る
、
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
さ
は
、
一
見
、
労
働
者
人
口
が
絶
調
的
に
可
盤
資
本
よ
b
も
郎
、
ち
自
己
の
雇
傭

手
段
よ
り
も
よ
り
念
激
に
増
殖
す
る
こ
ご
を
、
意
味
し
て
ゐ
る
か
の
如
〈
見
え
る
。
し
か
る
に
そ
の
貸
は
手
の
反

封
に
、
ト
の
場
合
に
述
べ
た
る
ご
同
じ
理
由
仁
よ
り
、
資
本
制
蓄
積
の
進
行
そ
の
も
の
が
、
資
本
の
平
均
的
償
値

増
殖
慾
に
比
べ
て
多
す
ぎ
る
所
の
、
所
謂
相
詩
的
過
剰
労
働
人
口
を
、
自
己
の
詑
力
及
び
範
園
に
比
例
し

τ絶
え

や
生
産
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
時
労
働
者
人
口
は
J

そ
の
賛
ら
す
資
本
蓄
積
己
同
時
に
、
自
巴
を

相
調
的
に
過
剰
な
ら
し
む
る
手
段
を
、
絶
え
A
V
鋳
大

L
っ
、
あ
る
範
固
に
於
て
産
出
し

τゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し

て
「
か
、
る
勢
働
者
の
過
剰
人
口
は
、
資
本
蓄
積
の
、
又
は
資
本
制
的
基
礎
上
に
於
り
る
富
の
後
建
の
、
必
然
的

産
物
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
資
本
制
蓄
積
の
槙
杯
杏
資
本
制
生
産
方
桧
の
一
存
在
傑
件
ぜ
な
る
目
」
近
世
産

業
の
接
蓬
は
、
決
し
て
人
口
の
自
然
的
増
殖
に
よ
っ
て

v
は
な
ぐ
、
資
本
蓄
積
D
進
行
に
劃
し
て
の
過
剰
人
口
印

(
第
六
腕
一
ニ
丸
)
一
一
四
五

N
u
y
u
n
問
、

4

・7
国

-

H

・
F

設

苑

第
十
λ
巻

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論

Marx，弘 司 0.， S. 569-70. (同盟本間清一四O頁)。1) 



(
第
六
貌
一
三

O
)
一
一
回
大

も
産
業
務
備
軍
の
存
在
に
よ
っ
て
匁
さ
れ
た
こ
ご
は
、
歴
史
の
五
日
々
に
数
ふ
る
所
で
あ
る
。
円
盤
)

設

弗

マ
ル
ク
ス
白
勢
質
論

第
十
λ
容

相
封
的
過
剰
人
口
四
生
産
は
、
左
の
理
由
に
よ
り
で
も
一
一
府
促
話
せ
ら
る
為
。
費
本
制
生
産
方
法
白
琵
展
、
捗
蘭
生
産
力
の
晴
組
出
、

各
個
捗
働
者
白
勢
働
力

E
時
間
的
に
曲
率
的
に
噌
大
せ
し
む
る
紡
呆
は
、
同
一
白
可
狸
資
本
の
放
下
を
以
で
ド
ド
多
量
。
都
品
聞
を
費
動
せ
し
む
る

(
註
)

己
と
が
可
能
・
と
な
る
か
ら
、
か
ゐ
る
揖
告
可
艶
脅
本
部
仮
令
柑
加
す
る
と
臨
も
、
持
働
者
般
は
依
然
と
し
て
同
一
か
又
は
誠
山
げ
す
る
と
と
さ
へ
あ

り
得
る
。
旬
ち
可
麹
費
本
田
増
減
は
、
帯
働
者
人
日
動
の
増
減
と
完
b
A
F
ト
一
致
す
る
と
は
云
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
費
本
家
は
同
ビ
捗
働

貴
を
多
数
の
勢
働
者
上
り
磁
る
よ
り
は
、

9
監
の
勢
働
者
よ
り
獲
る
方
出
何
か
止
な
く
刑
貸
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
成
る
べ
〈
勢
働
者
監
を
巾
少
な
〈

し
て
、
同
一
白
勢
働
量
&
獲
得
ず
る
と
云
ム
方
訟
を
選
ぶ
で
あ
ら
う
。

ζ

白
こ
と
は
一
居
柑
調
的
産
業
現
備
軍

lei-
方
に
過
度
勢
働
に
服
し
つ

与
あ
る
努
働
者
の
存
在
、
他
方
に
先
業
者
群
の
存
在
1
i
D
棺
加
が
惹
起
さ
れ
る
一
理
由
を
出
す
の
で
あ
る
。

以
上
は
マ
W
F

サ
旦
の
所
謂
「
人
口
の
自
然
律
」
ご
反
到
の
立
場
に
あ
る

7
Y
ク
ス
の
資
本
制
生
産
方
法
に
特
有
な

る
人
口
法
則
の
梗
概
で
あ
る
o
而
し
て
彼
に
依
れ
ば
、
現
寅
に
於
り
る
一
努
貨
の
鎚
動
は
、
こ
の
人
口
法
則
に
よ
っ

て
支
配
せ
ら
毛
、
も
の
で
あ
る
。
彼
は
一
言
ふ
。

「
概
し

τ勢
賃
の
一
般
的
運
動
は
、
産
業
循
環
の
周
期
的
蒋
援
に
臨
時
十
る
所
の
、
産
業
議
備
軍
の
伸
縮
に
依
っ

て
専
ら
左
右
さ
れ
る
。
隠
っ
て
毛
れ
は
峨
労
働
者
の
絶
針
的
人
口
数
の
運
動
に
依
っ
て
hv

は
な
く
、
叫
労
働
者
階
級
が

現
役
軍
-
Z
橡
備
軍
ご
に
分
割
さ
れ
る
比
例
の
麹
動
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
過
剰
人
口
の
相
調
的
範
囲
の
増
減
、
部
も

過
剰
人
口
が
或
は
吸
収
苫
れ
或
は
遊
離
さ
れ
る
程
度
如
何
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
o』

ご
こ
ろ
が
9
カ
ア

F
を
始
め
所
誇
勢
賃
銭
則
設
を
支
持
す
る
も
の
は
、
こ
の
様
度
1
1持
貨
が
上
が
る
の
は
、

資
本
が
伸
張
す
る
結
果
、
時
労
働
人
口
が
ヲ
ぞ
れ
に
相
調
的
に
不
充
分
で
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
り
、
そ
の
下
が
る
の
は
資
本

が
収
縮
す
る
結
果
、
叫
す
働
人
口
が
そ
れ
仁
相
罰
的
に
過
剰
で
あ
る
か
ら
で
ゐ
る
ご
し
て
、
資
本
の
伸
縮
を
中
心
ご

Macx， a， a. 0.. S. 574-5. (同課本岡加一五O頁}。1) 



い
て
、
そ
れ
に
相
封
的
な
る
勢
働
人
口
の
運
動
に
よ
っ
て
、
努
賃
の
上
下
を
説
明
し
ゃ
う
己
す
る
態
度
1
J
ご
反

割
に
立
っ
て
ゐ
る
。
彼
等
は
、
勢
賃
猿
勤
の
究
極
の
説
明
を
、
資
本
の
伸
縮
よ
り
濁
立
な
る
絶
封
的
自
然
的
人
口

の
増
減
に
求
め
る
の
で
ゐ
る
。
彼
等
に
依
れ
ば
、
労
賃
上
騰
す
る
場
合
は
、
勢
働
者
の
境
池
は
可
良
ご
な
り
、
労

働
人
口
の
増
加
は
促
進
せ
ら
れ
、
随
っ
て
労
働
の
供
給
は
そ
の
需
要
(
資
本
)
に
超
過
す
る
こ
ご
、
な
b
、
共
結
果

勢
貨
は
再
び
下
落
し
、
結
局
其
向
然
的
水
準
に
落
付
〈
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
反
謝
の
場
合
、
郎
も
労
賃
が

下
落
す
る
場
合
に
は
、
労
働
者
の
境
遇
は
窮
迫
ご
な
h
ノ
、
勢
働
人
口
増
殖
は
減
退
L
、
其
結
果
勢
働
人
口
の
供
給

は
そ
の
需
要
に
謝
し
て
不
足
す
る
に
至
る
。
か
〈
て
制
労
賃
は
再
び
上
昇
し
、
結
局
ぞ
の
自
然
債
格
に
蹄
着
す
る
の

で
あ
る
。

こ
の
主
場
に
反
劃
す
る
所
ω

7

U

F

F

λ

に
依
れ
ば
、
若
し
勢
貨
が
か

f
の
如
〈
人
日
の
白
然
的
増
減
を
栖
柚
Z

L
て
動
揺
す
る
も
の
な
れ
ば
、
ぞ
れ
が
た
め
に
は
砂
〈
芭
も
一
年
代
は
か
、
る
で
ゐ
ら
う
、
し
か
る
に
勢
貨
は
事

震
か
、
る
長
期
間
を
劃

L
て
動
く
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
結
に
関
し
て
次
の
知
〈
一
去
っ
て
ゐ
る
。

「
・
・
・
・
勢
質
増
騰
の
結
果
、
貫
際
に
勢
働
能
力
あ
る
人
口
の
積
械
的
増
殖
が
生
じ
得
る
前
に
、
産
業
戦
が
開

始
せ
ら
れ
、
抗
争
が
闘
は
れ
、
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
期
聞
は
、
幾
度
も
幾
度
も
過
ぎ
去
っ
て
ゐ
る
こ
ざ
で
あ

ら
う
o
」

か
〈
の
如
〈
7
y
-
P
旦
に
依
れ
ば
、
現
寅
努
貨
は
産
業
循
環
の
周
期
的
崎
選

1
i
卒
均
的
活
気
、
強
座
的
生

産
、
恐
慌
、
停
滞
な

E
l
i
に
感
じ
て
増
減
す
る
所
の
産
業
珠
備
軍
の
大
小
如
何
に
よ
り
動
揺
せ
ら
る
、
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
こ
ご
は
帥
労
働
者
側
に
於
げ
る
岬
労
働
力
の
販
寅
を
不
利
な
ら
し
h
u
る
こ
ど
を
意
味
す
る
o

即
も
産
業

詑

手E

第
十
λ
谷

マ
ル
ク
ス
り
い
労
資
諭

(
第
六
披
-
=
二
)

四
七
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詑

苑

マ
ル
ク
ス
甲
勢
質
論

第
十
八
容

(
第
六
枕
一
三
二
)
一
一
回
凡

議
備
問
阜
の
存
在
は
、
労
働
の
需
要
(
可
愛
資
本
)
に
罰
す
る
供
給
(
勢
働
若
人
口
)
の
不
断
的
過
剰
の
存
在
を
意
味
す

る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
産
業
橡
備
軍
の
存
在
す
る
場
合
に
は
、
勢
働
力
の
債
格
は
そ
れ
が
た
め
に
必
然
的
に
そ
の

碩
位
以
下
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
産
業
漁
備
軍
は
、
一
位
舎
の
官
、
作
用
し
っ
、
あ
る
資

本
、
其
増
大
の
範
園
及
び
強
度
、
随
つ

τ又
プ
ロ
V

タ
?
ア
の
絶
相
割
数
並
に
そ
の
拙
労
働
生
産
力
の
増
大
す
る
に
従

っ
て
、
増
加
す
る
傾
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
力
の
阪
買
は
、
資
本
蓄
積
の
進
行
に
件
ひ
て
、
努
働

者
側
に
劃
し
て
盆
々
不
利
に
な
る
を
兎
れ
な
い
の
で
あ
る
o

依
っ
て
彼
は
云
ふ
、

『
・
:
-
勢
働
岩
が
勢
働
要
具
を
使
用
す
る
の
で
な
く
、
融
労
働
要
呉
川
r
労
働
者
を
使
用
す
る
所
の
資
本
家
的
批

曾
に
於
て
は
、
労
働
生
産
力
が
占
旦
向
け
れ
ば
高
き
程
、
努
働
者
の
雇
傭
手
段
に
封
し
て
の
歴
迫
は
盆
々
大
で
あ
り
、

隠
っ
て
彼
等
の
生
存
保
件
、
郎
も
他
人
の
富
の
増
殖
又
は
資
本
の
自
己
増
殖
の
た
め
に
す
る
彼
等
自
身
の
力
の
販

貨
は
、
盆
身
不
安
定
ご
な
る
に
至
る

y

』芭。

こ
、
に
マ
U
F
F
A

の
所
謂
資
本
蓄
積
の
進
行
に
伴
ふ
貧
窮
蓄
積
の
理
論
(
ぞ
れ
は
資
本
制
生
産
方
法
の
内
的
矛

盾
を
一
不
す
)
|
|
「
一
極
仁
於
け
る
官
の
蓄
積
は
、
同
時
に
毛
の
艶
極
、
換
言
す
れ
ば
自
己
の
生
産
物
を
資
本
さ
し

て
遺
る
階
級
側
に
於
り
る
窮
乏
、
努
働
苦
、
奴
隷
の
境
遇
、
無
知
、
動
物
化
、
道
徳
的
額
藤
の
蓄
積
を
意
味
す

る
o
』
ー
ー
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
私
は
、

マ
Y
ク
見
一
か
謂
ふ
所
の
資
本
制
蓄
積
の
一
般
的
法
則
に
基
〈
所
の
人
口
法
則
、
及
び
そ
れ
に
制
約

せ
ら
晶
、
彼
れ
特
有
の
現
賞
勢
貨
の
法
則
、
旬
丸
勢
貨
の
動
的
若
(
は
需
要
供
給
法
則
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か

Marx， a. 3. 0.， S. 582. (同課本同加一六五頁)。

Marx， a. 3. 0.， S. 583・(同詳本同加ー六七百)。
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を
大
館
瞭
ら
か
に
す
る
を
得
た
己
思
ふ
。
要
す
る
所
、
マ
戸
ク
且
に
依
れ
ば
、
労
賃
(
勢
働
力
の
償
格
)
は
、
資
本

制
蓄
積
の
絶
品
到
的
普
遁
的
法
則
に
支
配
せ
ら
る
、
所
の
資
本
の
増
減
愛
一
化
ご
相
針
的
な
る
勢
働
人
口
の
運
動
芯
の

関
係
に
よ
り
左
右
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
却
も
資
本
制
生
産
方
法
の
第
一
の
授
違
段
階
に
於
て
、
は
、
資
本
(
可

滋
賀
本
)
の
勢
働
人
口
に
超
過
す
る
傾
向
の
存
す
る
結
果
、
融
労
働
力
の
債
格
の
某
償
値
以
上
に
日
升
b
得
る
こ
ご
が

可
能
な
の
で
あ
る
が
、
ぞ
の
第
二
の
硲
達
段
階
に
於

τは
、
勢
働
人
口
の
資
本
に
超
過
す
る
傾
向
の
存
す
る
結

果
、
努
働
力
の
聞
慣
格
は
主
(
痩
倍
以
下
に
降
ら
ん

Z
す
る
も
の
で
あ
る
U

か
〈
て
彼
は
、
か
く
も
包
括
的
な
る
努
賃

の
動
的
法
則
に
よ
り
、
資
本
制
生
産
方
法
の
下
に
生
起
展
開
す
る
所
の
総
ゆ
る
勢
賃
現
象
の
表
面
的
外
部
的
説
明

を
獲
や
さ
す
る
の
で
あ
る
o

而
し
て
右
越
守
へ
た
る
現
質
勢
賃
の
法
則
は
、
勢
貸

ω
基
本
的
法
則
が
一
般
商
品
交
換

枇
曾
に
妥
蛍
す
る
↑
の
純
抽
象
的
規
範
怯
則
で
あ
る
が
如
〈
、
資
本
制
生
産
方
法
の
本
質
l
l
l
剃
伶
償
値
の
生
産

者
く
は
資
本
の
菩
樹
1

l
に
規
制
せ
ら
れ
、
そ
れ
の
み
に
袋
賞
す
る
所
の
一
、
一
の
抽
象
的
法
別
で
あ
る
か
ら
、
そ

が
暫
時
的
に
他
の
枇
曾
的
諮
問
係
の
た
め
に
人
銭
的
に
撹
乱
せ
ら
る
、
こ
ご
が
め
っ
て
も
、
ぞ
れ
は
そ
の
法
則
の

異
質
性
を
何
等
傷
つ
〈
る
も
の
で
な
い
こ
ご
は
申
す
迄
も
な
い
で
あ
ら
う
o
(詰
)

本
節
に
於
て
述
べ
た
る
所
に
よ
り
、
勢
働
力
目
慣
椅
は
、
労
働
力
白
需
要
併
給
側
係
如
何
に
よ

p
、
或
は
そ
の
債
値
目
上
に
昇
り
、
或

は
そ
の
下
に
降
り
得
る
の
で
あ
っ
亡
、
必
然
的
に
そ
の
伺
低
と
-
致
す
べ
き
も
白
て
は
な
い
ζ

と
を
知
り
得
る
。
帥
ち
彼
が
所
前
勢
働
力
白
倒
値

概
念
が
一
の
抽
象
的
想
定
栴
念
た
る
所
以
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
接
働
力
。
伺
値
法
則
を
撹
乱
す
る
事
情
は
、
有
の
弊
働
力
白
需
袈
供
給
闘
係
り
も
申

ど
は
な
く
、
他
に
も
あ
る
。
抑
へ
ぽ
.
勢
働
力
四
伺
位
決
定
に
興
る
所
白
生
活
資
料
。
伺
値
は
、
今
迄
述
べ
た
る
所
に
於
て
は
、
そ
白
盛
倒
絡
に

町
制
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
恨
正
せ
、
b
れ
て
肘
る
の
で
あ
る
が
、
生
活
資
料
の
倒
秘
は
、
現
貨
の
事
貨
と
し
て
、
常
に
必
ら
ず
し
も
そ
白
慣
値
に
一

散
し
て
ゐ
る
と
は
一
耳
ヘ
向
。
故
に
捗
働
力
の
伺
伯
、
債
格
の
一
致
位
、
此
貼
に
於
て
、
既
に
開
山
観
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
0

マ
ル
ク
ス
は
と
白

(
註
)

設

手E

マ
ル
ク
ス
の
勢
質
論

第
十
λ
巷
(
第
式
競
一
三
=
一
)
一
一
四
九



話

第
十
八
容

(
第
六
時
制
-
三
四
)

E 
O 

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論

拙
に
闘
し
て
次
の
如
〈
言
っ
て
ゐ
る
。

『
け
れ

E
も
か
う
一
再
ふ
匝
別
が
あ
φ
。
自
ち
例
へ
ば
、
資
本

B
に
於
で
賀
現
き
る
、
飴
剃
償
値
は
、

B
の
止
産
物
白
慎
格
に
依
っ
て
附
加
さ
る

る
利
潤
よ
り
も
、
或
は
十
八
或
は
小
た
り
得
る
結
果
、

R
白
生
産
物
の
倒
格
は
H
Y
慣
値
よ
相
背
離
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
り
事
情
は
耳
ら
に

B
の

不
抽
出
分
、
間
接
に
は
、
捗
働
者
。
生
活
資
料
と
し
て
亦
、
そ
の
可
控
部
分
を
も
形
成
す
る
所
の
諸
商
品
に
就
て
い
官
版
ま
る
。
不
渡
部
分
に
就
て

聞
し
て
こ
の
利
潤

一
五
へ
ば
、
と
の
部
分
自
位
は
、
費
用
情
格
と
蝕
剃
伺
値
と
の
和
、

印
ち
比
場
合
と
は
費
用
慣
格
と
利
潤
主
由
利
に
等
し
く
、

は
、
又
そ
れ
に
依
っ
て
代
表
さ
る
λ
儲
剰
慎
値
よ
り
も
誠
は
大
或
は
小
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
叉
可
箆
安
本
に
就
て
一
五
へ
ば
、

一
日
の
平
均
勢

貫
位
、
常
に
勢
働
者
が
必
要
な
る
生
活
費
料
を
生
産
ナ
ベ
(
崎
町
働
せ
ね
ば
な
ら
由
時
閣
鍛
の
倒
値
生
産
物
に
等
し
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
こ

の
時
間
扱
自
位
は
又
、
必
要
な
る
生
活
資
料
白
止
産
倒
絡
が
そ
の
慣
値
と
一
致
せ

f
。
結
果
、
賢
遣
さ
れ
た
る
も
由
と
な
っ
て
ゐ
る
。
』

『
:
・
・
捗
働
者
が
若

L
そ
白
勢
貨
を
以
て
、
其
止
産
償
給
と
慎
値
と
-
一
世
せ

f
る
諸
商
品
を
消
費
す
る
と
す
れ
ば
、
即
ち
彼
が
と
れ
轄
の
向

品
を
M
H
艮
(
回
復
)
す
べ
〈
、
必
要
牢
抗
資
料
の
止
産
情
持
が
そ
の
侃
値
L
L

一
致
す
る
場
合
必
要
な
る
べ
寄
よ
り
も
、
或
は
長
時
間
或
は
短
時
間
勢

働

L
、
陥
っ
て
或
は
多
量
或
は
少
量
の
必
要
易
協
を
焔
さ
ね
ば
な
ら
由
も
の
・
と
す
れ
ば
、

N91
色
同
様
に
其
儒
値
か
ら
乗
離

L
得
る
で
あ
ら
う
ご

最古

論

以
上
私
は
、
第
一
、
第
二
に
一
旦
b
て
T

F

F

A

の
勢
賃
論
を
可
な
h
詳
細
に
遮
ぺ
た
つ
も
hJ
で
あ
る
o
彼
れ
の

努
賃
論
は
、
既
に
越
ペ
た
る
如
く
、
所
論
客
観
的
労
賃
論
の
最
後
の
後
達
形
態
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
は
、
勢
働
力
の
積
伯
仲
棺
則
郎
も
勢
貨
の
基
本
的
若
〈
は
静
的
法
則

1
1
一
般
商
品
交
換
枇
曾
じ
の
み

袋
一
営
す
る
所

ω
一
の
廃
史
的
法
則
|
|
己
も
柑
押
し
得
べ
き
も
の
ピ
、
勢
賃
の
需
要
供
給
法
則
卸
も
現
賞
叫
す
賃

ω法

則
若
〈
は
勢
賃
の
動
的
法
則
|
|
資
本
主
義
制
生
産
方
法
じ
の
み
安
嘗
寸
る
所
の
一
の
歴
史
的
法
則

1
1
Z
も
稀

M司四， Das Kapital， Bd. 'III. T白 1L S. 139-Ijo. (高島氏課本第三巻第一加

ニ七五一一六頁)。

Marx， a. a. 0.， S. 186. (同課本阿加三 Eー頁)。
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し
得
ペ
き
も
の
芭
の
二
つ
が
あ
る
。
而
し
て
現
貫
に
於
て
努
賃
は
、
資
本
制
生
産
方
法
の
特
質
に
よ
b
傑
件
づ
け

ら
れ
た
る
勢
働
力
の
需
要
供
給
関
係
如
何
に
よ

h
、
時
々
刻
々
獲
動
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
そ
れ
は
そ
の
本

質
に
於
て
、
労
働
力
の
債
値
法
則

ω支
聞
を
股
す
る
こ
芭
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
o

要
す
る
に
7

F

ク
Z

に
於

τ

は
、
労
働
力
は
一
の
商
品
ご
し
て
観
守
ら
れ
(
特
積
な
る
商
品
で
は
め
る
が
)
、
一
般
商
品
に
安
嘗
す
る
所
の
諸
法

則
の
支
配
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
彼
れ
の
勢
賃
論
に
謝

L
て
は
幾
多
の
反
調
設
が
現
は
れ
て
ゐ
る
o

否
時
労
賃
論
の
殆
ん
左
大
部
分
は
、
彼

れ
の
勢
賃
論
ご
反
割
に
立
っ
て
ゐ
る
ご
云
っ
て
よ
い
。
今
こ
れ
等
の
反
制
割
論
の
主
な
る
論
黙
を
列
車
品
す
る
こ
さ
左

の
如

L
o

一
労
働
(
カ
)
は
商
品
で
は
な
い
o

労
賃
は
叫
労
働
(
力
)
の
代
田
唄
で
は
な
〈
し
て
、
掛
労
働
者
の
一
生
産
会
奥
者
芭
し

て
の
所
得
で
ゐ
る
。
マ

F

ク
λ

の
如
〈
)
勢
貨
の
決
定
を
一
般
商
品
の
債
備
、
債
格
の
決
定
の
理
法
に
よ
り
律
せ

ん
ざ
す
る
は
繰
っ
て
ゐ
る
。

二
一
労
働
(
カ
)
は
一
の
商
品
仁
相
違
な
い
ー
が
、
そ
の
債
格
H
H

、
現
賓
の
勢
働
(
力
)
の
需
要
供
給
関
係
如
何
仁
よ

り
、
ぞ
凶
翼
手
吉
田
貝
手
Z
の
相
方
嘗
事
者
の
契
約
仁
基
づ
き
決
定
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
o

勢
働
(
カ
)
の
債
低
な

る
も
の
ゐ
る
に
非
宇
、
従
て
勢
賃
は
そ
れ
に
支
配
せ
ら
る

5
2な
し
。

=
一
仮
令
叫
労
働
(
カ
)
は
一
稲
の
商
品
で
あ
hJ

且
つ
努
賃
は
究
極
す
る
所
、
時
労
働
(
カ
)
の
債
値
法
則
に
よ
り
導
か

る
、
も
の
で
め
る

t
す
る
も
、
労
働
(
カ
)
の
岡
田
抽
出
は
、
マ
片

p
z
の
主
張
す
る
如
〈
、
客
観
的
に
決
定
せ
ら
晶
、

ぞ
れ
が
決
定
に
は
ま
観
的
要
素
の
会
奥
す
る
も
の
な
る
こ
さ
を
忘
れ
て
は
な

ιな

も
の
ご
は
信
や
ら
れ
な
い
。

設

列

マ
ル
ク
ス
申
努
賃
諭

第
十
λ
巻

(
第
六
統
一
=
一
亙
)
一
一
五



し、。

詑

苑

第
十
λ
巻

(
第
六
貌
一
三
六
)

事:

マ
ル
ク
λ

の
勢
賃
諭

こ
れ
等
の
反
卦
試
は
、
マ

Y
グ
旦
の
第
質
論
|
|
ぞ
れ
は
ま
こ
ご
に
包
括
的
な
る
第
賃
論
で
あ
る
ー
ー
を
よ
く

玩
味
曾
得
し
た
る
後
に
於
て
も
、
獄
ほ
巣
し
て
有
殺
な
る
を
得
る
で
あ
ら
う
か
、
は
頗
る
疑
日
し
い
。
そ
れ
等

は
、
マ

Y

ク
λ

の
努
質
論
を
善
〈
理
解
L
た
る
後
潟
さ
れ
た
る
も
の
ご
は
云
ふ
こ
さ
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
o

従

来
の
経
済
率
は
、

7

Y

グ
旦
の
経
済
理
論
を
取
扱
ム
に
、
常
に
虚
心
吉
会
話
・

5
ぜ
以
て
し
た
Z
は
一
五
ム
こ
ご
が
出

来
ぬ
o

彼
れ
の
勢
賃
論
に
就
て
も
亦
同
様
の
こ
正
が
一
玄
へ
る
吉
田
山
ふ
の
で
あ
る
o

勢
賃
現
象
は
、
総
ゆ
る
枇
曾
愛
蓬
段
階
に
通
有
な
る
自
然
的
現
象
に
あ
ら
4
?
し
て
、
資
本
主
義
制
生
産
方
法
の

裡
に
の
み
生
起
す
る
所
の
歴
史
的
現
象
で
あ
る
こ
正
、
勢
貸
は
一
生
産
品
書
奥
者
の
所
得
Z
一
戸
は
ん
よ
り
は
、
寧
ろ

努
働
力
な
る
商
品
の
代
田
闘
で
ゐ
る
ご
見
る
べ
き
こ
Z
、
お
よ
び
撚
る
限
h'
に
於
て
は
、
券
働
力
の
債
値
、
岡
田
格
は

個
々
的
主
制
倒
的
に
決
定
ぜ
ら
れ
す
し
て
、
枇
曾
的
客
観
的
に
決
定
せ
ら
る
べ
き
で
ゐ

h
、
且
っ
そ
こ
に
慣
値
糊
念

芭
積
格
概
念
の
二
つ
が
相
並
ん
で
想
定
じ
得
ら
る
べ
き
こ
ご
な
ど
を
信
C
っ
、
、
現
賓
の
勢
賃
額
M
C決
し
て
枇
舎

の
宮
の
増
大
、
労
働
生
産
カ
の
増
進
に
随
伴
し
て
増
加
す
る
こ
芭
な
く
し
て
、
常
に
勢
働
者
の
生
活
資
料
の
贋
値
、

債
格
を
中
心
正
し
て
共
品
躍
り
を
旋
廻
し
て
ゐ
る
事
官
に
嘗
面
せ
る
吾
人
は
・
幾
多
の
勢
賃
論
を
外
に
し
て
、
ど
う

し
て
も
よ
り
多
〈
マ

Y

ク
ス
の
労
賃
論
を
頑
み

F
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
o
(
完
)


